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遺産分割は法定相続分の時代へ 

民法では相続人になれる人と相続分が決められています。法律で

決まっているのなら、法律通りに確定してしまえば済む話です。相

続争いなど発生する余地はありません。  

ところが遺産分割協議で相続人全員が法定相続分で合意する必要

があります。また相続人全員が合意したならば、どんな分け方をし

ても有効となるからやっかいです。  

遺産分割協議が成立しなければ、家庭裁判所へ調停申し立てをし

ます。調停が不成立となれば審判（裁判）に移ります。  

審判官（裁判官）は、全ての事情を総合的に考慮し判決を出しま

すが、法律で決まっている法定相続分を変えることはできません。  

父親が亡くなりました。相続人は母親を看取り父親を介護した長

男、借金（ギャンブル）の肩代わりをしてもらい、勘当状態になっ

ている二男、嫁いでいる長女の３人です。  

４９日の法要も終わり、次は遺産分割協議です。疎遠であった二

男がこの時ばかりとやってきました。長男は両親の世話や介護への

寄与と、本家としての墓守や親戚付き合いを考慮し、本家に厚めの

分割案を提案しました。長女は兄の提案にしたがいました。親の見

舞いにもこない、葬儀にもこなかった二男が法定相続分（１ /３）を

主張し譲りません。遺言がなかったことが悔やまれます。  
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遺産分割協議はまとまらず、家庭裁判所の調停から審判に移りま

した。通常の親の介護では長男の相続分を増やすことはできません。

見舞いや葬儀にもこなかったと、二男の相続分を減らすこともでき

ません。常識と法律は違います。そして常識は法律に勝てません。

長男には不本意ですが二男の法定相続分は確定するでしょう。  

何代も続いてきた旧家なら、家督相続思考が文化として残ってお

り、本家以外が法定相続分を主張することはまずありません。が、

普通の家庭では、揉めるのはいやだし、相続は平等だから法定相続

分との言葉が、違和感なく出てくるようになりました。  

１９８０年頃、「新人類」と言う言葉が流行りました。従来とは異

なった感性や価値観、行動規範を持った若者のことです。  

その若者達も親が亡くなり、相続人の立場になる歳になりました。

異なった感性や価値観、行動規範を持った相続人の出現です。この

年代は権利意識が強く、義務をはたさなくても権利だけはしっかり

と主張してきます。  

審判官ですらできない、法定相続分を変えられる人が一人だけい

ます。それは被相続人となる人です。方法は遺言です。法定相続は

平等相続です。平等のなかに不平等（公平）を持ち込むのは遺言に

しかできません。近年、遺産分割は法定相続分との考えが増えてき

ています。法定相続が当たり前の時代がくるかもしれません。  

法定相続は平等ですが公平とは限りません。これからは相続で公

平を保つ唯一の方法である遺言の必要性が増してきます。  


